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→マスクなしの場合と⽐較して，マスク着⽤によって
表情判断が不正確になる。 (e.g., Carbon, 2020)

ü ⼝周りの情報は，表情判断時の有効な視覚⼿がかり。
(e.g., Schyns et al., 2002 )

→マスク着⽤で，その⼿がかりが利⽤できなくなる。

→表情の表出強度も低く評価される。
(e.g., Pazhoohi et al., 2021)

マスクによる表情認識の阻害

ü 事実，マスクを着⽤すると･･･

ü 特に「喜び」表情は⼝元に注⽬する。
(e.g., Eisenbarth et al., 2011)
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マスク着⽤によって

「怒り」「嫌悪」「喜び」「悲しみ」の正答率が低下
正
答
率
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)

(Carbon, 2020)

(n = 41)



先⾏研究 刺激/参加者 怒 嫌 恐 喜 無 悲 驚
Ramachandra & 
Longacre (2022) ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ ↓ - ↑

Parada-Fernandez et al. 
(2022) ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ -

Marini et al. (2021) ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ - ↓
Noyes et al. (2021) 

Exp.3 ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ ↓ - - ↓
Pazhoohi et al. (2021)

Exp.1 ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
Pazhoohi et al. (2021)

Exp.2 ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

Carbon (2020) ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ - ↓ - ↓

Bani et al. (2021) ⻄洋⽩⼈ ↓ - ↓ ↓

Kim et al. (2022) 東アジア⼈ ↓ ↓ - ↓ - ↓ ↓
Blazhenkova et al. 

(2022) ⻄洋⽩⼈ ↓ ↓ ↓ ↓ - -
Grenville & Dwyer 

(2022) ⻄洋⽩⼈ ↑ ↓ ↑ ↓ - ↓ -
Shepherd & Rippon 

(2022) ⻄洋⽩⼈ - ↓ ↓ ↓ - ↓ ↓

マスク×表情認識研究 ↓はマスク着⽤で低下; ↑は向上; -は有意差なし



⻄洋データへの偏り

⻄
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東アジア⼈は⼝より⽬を注視する。
(e.g., Jack et al., 2009)

⽬に偏り

満遍なく
⾒る

表情を読み取るときに
⽬を⾒る東アジア⼈は
マスクを着⽤していて
も表情を正確に読み取
ることが可能︖

⾚いところが
固視が多い

→⽇本⼈参加者を対象にマスク着⽤が表情認識に
及ぼす影響を検討する必要がある。



ü ⽬や眉のジェスチャーの強調，ボディランゲージの
活⽤ (Mheidly et al, 2020)

→医療現場では，医療従事者の顔全体(表情)が⾒えな
いことに孤独感/苦痛を感じる患者も多い (特に隔離
病棟)。顔が⾒えないこと⾃体の問題が存在。

→教育場⾯での悪影響も。
(PPE Portrait 
Project, 2021)

マスクによる表情認識の阻害

ü フェイスシールドの利⽤

への対処⽅法

→フェイスシールド単独装着では防護性が低い。
(Verma et al., 

2020)

→「喜び」表情は難しい。 (Ross & George, 2022)
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マスク着⽤下でもボディランゲージがあれば解読可能︖

(Ross & George, 2022)

→「喜び」の情動伝達は⾝体を付与しても困難。

⾝体付与の効果



「…想像してみてください。“宇宙服”を着た⼈達しか来ない部屋にひとり，
誰ともコミュニケーションを取れないのです。電話ができれば幸運な⽅
です。⼀⼈きりなのですから，とても
困難な状況です。⾼齢者ならなおさらでし
ょう…」

表情が⾒えないことの悪影響
患者の孤独感/⼼理的苦痛を⽣む。

Go Nakamura / Getty Images News / gettyimages 

COVID-19 集中治療室で患者を
なぐさめる Joseph Varon医師(Cullinane, 2020, CNN health; AFPBB News)

"Some of them cry, some of them try to escape 

「…泣いている患者も，逃げようとする
患者もいます。実際に先⽇窓から逃げだ
そうとした患者がいました…」

| 医療場⾯



表情が⾒えないことの悪影響
教員の笑顔の多さと各種評価の正相関

(Harrington, 1955)
プレスクールの教員7名の笑顔の時間を観察 (30分×5回) し順位付け

教員7名の評定者評価等の順位との相関算出
- どの先⽣に教えてもらいたい︖ (τ = 0.62)

- プロトコル評価 (τ = 0.81) - ⼦どもの成⻑への影響 (τ = 0.43)

教員は教室内での⽣徒とのコミュニ
ケーションで，多様な意味で笑顔を
使う。 (Jakonen & Evnitskaya, 2020)

e.g., ずれた⾏動を正す，
ポジティブ・フィードバックとして等

| 教育場⾯



ü ⽬や眉のジェスチャーの強調，ボディランゲージの
活⽤ (Mheidly et al, 2020)

→医療現場では，医療従事者の顔全体(表情)が⾒えな
いことに孤独感/苦痛を感じる患者も多い (特に隔離
病棟)。顔が⾒えないこと⾃体の問題が存在。

→教育場⾯での悪影響も。
(PPE Portrait 
Project, 2021)

マスクによる表情認識の阻害

ü フェイスシールドの利⽤

への対処⽅法

→フェイスシールド単独装着では防護性が低い。
(Verma et al., 

2020)

→「喜び」表情は難しい。 (Ross & George, 2022)



咳・くしゃみ前

0.50 秒後

0.83 秒後

3.13 秒後

0.57 
秒後

3.83秒後

咳・くしゃみ前

16.57秒後

フェイスシールド サージカルマスク

時間とともに
広い範囲に拡散

エアロゾルサイズの
⾶沫は漂ったまま
数秒後には上昇

⾶沫は下⽅向へ(Verma et al., 
2020)

CDCも⾮推奨
(CDC, 2020)

フェイスシールドの効果
感染源対策
には，フェ
イスシール
ドは不向き



透明マスクの効果検証

マスクによる表情認識の阻害
への”直接的”対処⽅法

透明マスクの着⽤で魅⼒低下 (De Boeck & Vaes, 2021)

喜び表情の処理と魅⼒が関連 (Golle et al., 2014)

→透明マスク着⽤による魅⼒低下によって，
喜び表情の認識が損なわれる可能性もあり。



1. 不織布マスク着⽤で表情判断の正確さが低下するか。

→ 先⾏研究 (e.g., Carbon, 2020) 同様に，マスクなしの場合と⽐較して，
不織布マスク着⽤で表情判断 (特に「喜び」表情) が不正確になるか
を検討。

2. 透明マスク着⽤で「1」の正確さの低下を改善できるか。
(が⽣起したと仮定して)

不織布および透明マスクの着⽤が表情認識に及ぼす
影響を検証

実験の⽬的



参加者 クラウドソーシングサービスの登録者
261名 (⼥性151名，男性108名，その他の性2名 Mage = 39.0歳)

独⽴
変数

1.マスク (参加者間要因)
3群: マスクなし，不織布マスク，透明マスク群

2. 表情 (参加者内要因) 
7条件: 怒り，嫌悪，恐怖，喜び，無表情，悲しみ，驚き条件

従属
変数

1.表情判断の正答率
2. 表情強度の評定値 ☜ 発表時間の都合で今回は「2」は省略

実験１ (⼥性顔) ⽅法



顔刺激 精華⼤学顔表情データベース (Yang et al., 2020) の

⼥性モデル4名 (Y23F, Y26F, Y48F, および Y52F)

嫌悪怒り 恐怖 喜び 無表情悲しみ 驚き

マスク
なし

不織布
マスク

透明
マスク

×

7表情条件
×

3マスク群

＝

84画像作成
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合計29試⾏
(本番28試⾏+サティスファイス検出試⾏)

マスク
なし群

不織布
マスク群

透明
マスク群

Q1. どの表情を浮かべていますか︖ (7択)
「悲しみ」「怒り」「嫌悪」「恐怖」「驚き」「喜び」「無表情」

Q2. その表情をどの程度強く浮かべていま
すか︖ 0 100

次へ

透明マスク群の
１試⾏の例

(強)(弱)*サティスファイス検出試⾏で妥当
な回答をしなかった参加者のデー
タは収集せず。

参加者のマスク群への割り当ては無作為化 表情の呈⽰順序は無作為化

*発表時間の都合で本発表では「Q2」の報告は
省略する。
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マスクを着⽤していない場合にくらべて，不織布マスクの着⽤で，
恐怖，喜び，無表情，悲しみ表情の正答率が低下する (ps < .05)。

エラーバーは
標準誤差

マスクの要因の多重⽐較の結果を図⽰

しかし，透明マスクの着⽤で正答率の低下は改善する (ps < .05)。

実験１ (⼥性顔) 正答率の結果
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参加者 クラウドソーシングサービスの登録者268名
(⼥性188名，男性79名，性別未回答1名，Mage = 39.7歳)

実験2を実施する前に「AsPredicted」で実験の事前登録
他，「参加者」「顔刺激」の変更を除いて実験1と同⼀

顔刺激 精華⼤学顔表情データベース (Yang et al., 2020) の
男性モデル4名 (Y16M, Y24M, Y55M, および Y58M)

× 7表情

実験２ (男性顔) ⽅法



マスクを着⽤していない場合にくらべて，不織布マスクの着⽤で，
怒り，恐怖，喜び表情の正答率が低下する (ps < .05)。

マスクの要因の多重⽐較の結果を図⽰

実験1と
同様の
結果

実験1同様に，透明マスクの着⽤で，その正答率の低下は改善する
(ps < .05)。

実験２ (男性顔) 正答率の結果
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エラーバーは
標準誤差

実験1と
同様の結果



1. 不織布マスク着⽤で表情判断の正確さが低下するか。

低下する。
特に，顔画像の性別に関係なく，「喜び」「恐怖」の正確さが低下。

2. 透明マスク装着で「1」の正確さの低下を改善できるか。

改善できる。
「喜び」「恐怖」の表情だけではなく，どの表情においても，マスク⾮着⽤
にくらべた透明マスク着⽤による，表情判断の正確さの低下は認められない。

結果のまとめ



研究 刺激/参加者 マスクの要因 怒 嫌 恐 喜 無 悲 驚
今回の研究 東アジア⼈ 参加者間 - - ↓ ↓ - - -

Ramachandra & 
Longacre (2022) ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ ↓ - ↑
Parada-Fernandez 

et al. (2022) ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ -

Marini et al. (2021) ⻄洋⽩⼈ 参加者間 ↓ ↓ - ↓
Noyes et al. (2021)

Exp.3 ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ ↓ - - ↓
Pazhoohi et al. 
(2021) Exp.1 ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

Pazhoohi et al. 
(2021) Exp.2 ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

Carbon (2020) ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ - ↓ - ↓

Bani et al. (2021) ⻄洋⽩⼈ 参加者間 ↓ - ↓ ↓

Kim et al. (2022) 東アジア⼈ 参加者内 ↓ ↓ - ↓ - ↓ ↓
Blazhenkova et al. 

(2022) ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↓ ↓ ↓ ↓ - -
Grenville & Dwyer 

(2022) ⻄洋⽩⼈ 参加者内 ↑ ↓ ↑ ↓ - ↓ -
Shepherd & Rippon 

(2022) ⻄洋⽩⼈ 参加者間 - ↓ ↓ ↓ - ↓ ↓

先⾏研究との⽐較 ↓はマスク着⽤で低下; ↑は向上; -は有意差なし



(Molnar-Szakacs et al., 2021)

表情処理には
動的情報も影響する。

⾶沫抑制

PPE Portrait Project
(https://ppeportrait.org/)

(e.g., Kamachi et al., 2001)

透明マスクなら
動的情報も
伝達可

透明マスクの活⽤可能性
顔の動的情報も伝達可能



ü 不織布マスク着⽤によって表情判断が不正確になる
(強度も低下) 。

ü 表情判断の他の課題/問題についても検討していく必要が
ある。

ü 透明マスクを着⽤すれば，その問題を解消できる。

特に「喜び」と「恐怖」の正確さの低下は再現性が⾼い。

話者の印象への影響。

まとめと展望

聴覚障害者。

⾼齢者や⼦ども。

→⼩学⽣の表情判断課題の実験結果は認知⼼第20回で発表予定

ご清聴ありがとうございました。




